
北見赤十字病院（認知症疾患医療センタ－）市民公開講座 

     ｢身近な人が認知症ではないかと感じたら・・・｣ 

～認知症になっても安心して暮らせる街づくり～ 開催報告 

日時：平成 29年 11月 11日(土)13:00～14:30 

会場：北見赤十字病院 多目的ホ－ル「ミント」 

 

 今回、市民公開講座を開催致しました。 

当日は１５０名の市民・関係者の皆様にご来場いただき 

盛大に終えることができました。ご協力ありがとうござい 

ました。以下、講座の内容を報告致します。 

 

【パネルディスカッション】 

〈座長〉北見赤十字病院 吉田茂夫 病院長 

 

1.北見市認知症の人と家族の会（よりそいの会）事務局長 斉藤   孝司氏 

斉藤氏より、ご自身の両親を介護した経験を基に、認知症の方に対する家族の介護における苦労

や対応の仕方、大切な人の認知症が進んでいく際の家族の心情についてお話頂きました。 

また、よりそいの会 事務局長の立場から、例会以外に、｢男性介護者の会｣や｢女子会｣と、会員

が参加し易い集まりを設けています。例会では初参加した家族が、介護について話し泣き出してし

まうこともあります。同会は、介護者である家族が気兼ねなく気持ちを表出でき、長い間一人で抱

えてきてた辛さを会員同士で分かち合える場と言えます。さらに、ふまねっと、コグニサイズを町

内会や老人倶楽部等で実施しており、斉藤氏はコグニサイズ指導者としても活動中で、｢家に閉じ

こもらず、外に出て元気に活動しましょう。それが認知症予防につながります。｣とのメッセ－ジ

をいただきました。 

 

2.高齢者相談支援センタ－南部  

認知症地域推進員    垂石 ゆかり氏 

高齢者相談支援センタ－の役割・相談内容・来談者種別・ 

支援内容について事例を挙げて分かり易くお話し頂きました。

さらに、参加者に、｢認知症の方が身近にいた場合、自分達はど

んなことができるでしょうか？｣と、参加者へ問い掛ける場面も

ありました。 

Ｈ２９．４月より、各高齢者相談支援センタ－に、認知症に

関する専門職員として認知症地域支援推進員が設置され、垂井氏は同職と集中支援チ－ム員とし

ての役割も担っているとのことです。 

  最後は、｢認知症への関心を持ち、地域の方が手を差し伸べる協力の輪を、地域の中に広げた

い。｣との言葉で締めくくられました。 

 

 

 



3.道東脳神経外科 事務部次長   山崎 章 氏 

医療機関には相談窓口としてソ－シャルワ－カ－ 

が配置されています。ソ－シャルワ－カ－は、｢話 

を聴く、整理する、対策を考える｣｢情報を院内ス 

タッフへ伝達｣｢福祉と医療の連携｣等を行う職種で 

すので、ぜひ安心してご相談下さいとのことでした。 

 また、もの忘れ外来について知り、準備しておくことの大切さにも触れていました。認知症の早

期発見・早期診断に加え投薬も行います。専門的な検査（認知機能・画像）が可能です。具体的に

は認知機能検査、ＣＴ、ＭＲＩ、脳血流検査等を受けられます。まとめとして、１．医療・福祉の

知識を得る(頭の準備)、２．相談窓口を知っておく(心の準備)、３．早めに対応する（身体の準備）

ことが大切であるとお話頂きました。 

 

4.北見赤十字病院 認知症看護認定看護師 看護係長  福島 恵美子氏 

現在全国に約 1,000 人、北海道に 72 名の認知症看護認定看護師が活躍し、当院では福島氏を含

め 2名が在籍しています。認知症看護認定看護師の役割は認知症の方の権利を守り、意思表出能力

を補う等挙げられるが、要約すると、｢認知症の人の最大の味方になる事である｣との言葉が印象的

でした。 

新オレンジプランに定められた認知症初期集中支援チ－ムは、医療・福祉の多職種で構成したチ

－ムが早期に発見し、介入することで住み慣れた地域で安心して暮らせるように体勢を整える役割

を担っています。それらを、事例を用いて北見市における活動の実際についてご説明頂きました。 

｢認知症は病気である。誰にでもなる可能性があり、隠したり、怖がる必要も無い。早く見つけ

て、適切に対応することが大切。高齢者相談支援センタ－や認知症疾患医療センタ－に相談して欲

しい。｣との言葉でお話を終えられました。 

 

5.北見市保健福祉部  介護福祉課  介護予防係長   椎名 真理 氏 

 椎名氏からは、北見市における認知症予防についてお話し頂きました。H29 年北見市の高齢者人

口 37,358人、高齢化率 31.4％が、H37年には高齢者人口 37,788人、高齢化率 34.9％に増加すると

予想されます。並びに認知症自立度Ⅱ以上の高齢者は年々増加しており、H27 年北見市の新規介護

保険認定申請者原因疾患 1位は認知症です。 

 北見市で実施している、65 才以上一般高齢者を対象とした認知症予防事業には、｢脳げんきチェ

ック講座｣～ファイブ・コグ検査や認知症予防の講話、｢脳とからだいきいき教室｣～脳の健康度テ

スト・転倒予防体操・脳活性レクリエ－ション等があります。これらを終了した参加者から、自主

グル－プが誕生しています。その他、認知症の普及啓発事業として｢認知症サポ－タ－養成講座｣、

地域で支える体制づくりとして｢認知症サポ－タ－のいるお店登録事業｣｢家族介護者の支援｣｢SOS

ネットワ－ク｣等、様々な事業を実施しています。認知症予防のためには、食生活・運動習慣・脳

の活性化等を、仲間を作って楽しみながら長く続ける事が重要とのお話でした。 

 

 最後は本講座に関する質問をお受けし、フロアと座長・パネリストによる活発な質疑応答があり、

関心の高さが伺えました。参加者アンケ－トにて、｢大変参考になり、良い講演会だった。｣｢講演

時間を長くして、もっとゆっくり聞きたかった。｣｢他人事では無い。｣｢関心を持ってもらうこと、

支え合うための情報共有が必要｣との意見を頂きました。今後も、市民の皆様の声を活動に反映し

つつ講演会・研修会等で情報発信していきたいと思います。皆様のご参加をお待ち申し上げており

ます。                              （事務局 伊藤 記） 


